
集会宣言 
 
 先月 27 日以降、イスラエルはガザ地区を攻撃してすでに 1100 人を超える人々を

殺し、5000 人もの人々を傷つけています。また、約 4000 軒の家を全壊させ、16000
軒を部分損壊させています。１月 4 日には、一つの建物に１００人以上の人を閉じ込

め、翌朝その建物を爆撃して 30 人以上を殺すという蛮行に及びました。さらには、

皮膚に触れると骨も溶かしてしまうほど激しく燃焼し人体に深刻な被害をもたらす

残虐兵器「白リン弾」をも、イスラエル軍は使用しています。 
イスラエルが現在行っていることは、虐殺そのものであり、いかなる意味において

も決して許されるものではありません。死傷者の約 3 分の１は子どもであり、パレス

チナの未来を根絶やしにしようとするイスラエルに対し、私たちは強く抗議します。 
また、アメリカが徹底してイスラエルの攻撃を擁護し続けていることも、私たちは

容認することはできません。 
自らに従わない者は武力で抹殺し支配しようとするアメリカとイスラエルに対し

て、私たちは「ＮＯ」と応じます。パレスチナ人がパレスチナ人であるがために殺さ

れる世界を、断じて認めるわけにはいきません。私たちは、そんな世界の中で生きた

くはないのです。 
私たちは、本日ここに集い、世界の人々に、日本の人々に、仙台の人々に対して声

を発します。 
今、私たちは求めます。 
イスラエルが直ちにガザでの殺戮をやめることを。 
イスラエルがガザ地区からすみやかに撤退し、ガザの封鎖を解除することを。 
イスラエルが武力ではなく対話によって平和を築く道へと踏み出すことを。 
アメリカがイスラエルの擁護をやめ、攻撃をやめさせるために圧力をかけることを。 
日本政府が攻撃中止と封鎖解除のために全力を尽くすことを。 

今、私たちは呼びかけます。 
イスラエルの人々が勇気を持ってガザ攻撃に反対の声を上げていくことを。 
アメリカの人々がアメリカ政府のイスラエル擁護の姿勢に反対していくことを。 
日本の市民がイスラエルのガザ攻撃に反対していくことを。 

今、私たちは声を上げます。 
私たちは、決してガザの人々を見殺しにはしません。 
世界各地で、イスラエルの攻撃を止めようという行動が広がっています。 

そして今、仙台の人々に訴えます。 
立ち上がろう。声を上げよう。ガザでの虐殺をやめさせよう。 
武力と恐怖によって世界を支配しようとする者たちから、世界を取り戻そう。 
今日、一番町を歩き、私たちは心からそう呼びかけます。 
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